
介護福祉士養成施設 学生向けアンケート 
（協力：日本介護福祉士養成施設協会） 

 
1.アンケート目的 

本会では、介護福祉士養成施設に進学した学生が、福祉に関心を持った理由や福
祉に対するイメージ、将来希望する職場について伺いし、その情報をもとに介護の
魅力を広く周知するとともに、学生の皆さまの声を今後の福祉業界の改善や発展に
活かすことを目的としてアンケートを実施した。 
 
2.実施状況 
 対象：介護福祉士養成施設に通う学生（日本介護福祉士養成施設協会から各学校

に依頼） 
 回答期間：9 月～10 月末 
 回答数：942 人 
   

〇都道府県別回答数（単位：人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.アンケート結果 
（1）介護福祉士養成校に入った主な回答（942 人） 
  ・家族が医療・介護の仕事を行っている。 
  ・親族を介護するときに役立つ 
  ・専門的な知識、技術が学びたい 
  ・医療、福祉に興味があった。 
  ・介護士になりたい 
  ・高齢者と接することが好き 

・人の役に立ちたい 
  ・ＩＣＴ化が進む中、介護職の需要が無くならないと思ったから 

北海道 80 東京都 36 滋賀県 1 香川県 0
青森県 57 神奈川県 8 京都府 1 愛媛県 27
岩手県 4 新潟県 79 大阪府 74 高知県 16
宮城県 11 富山県 0 兵庫県 15 福岡県 0
秋田県 0 石川県 0 奈良県 1 佐賀県 0
山形県 28 福井県 0 和歌山県 0 長崎県 24
福島県 26 山梨県 0 鳥取県 13 熊本県 0
茨城県 6 長野県 32 島根県 4 大分県 22
栃木県 14 岐阜県 6 岡山県 17 宮崎県 31
群馬県 5 静岡県 0 広島県 40 鹿児島県 29
埼玉県 146 愛知県 48 山口県 17 沖縄県 0
千葉県 21 三重県 3 徳島県 0 計 942



（2）介護業界に対して不安はどのようなことか（942 人） 
   ・人手不足、若手人材不足 
   ・重労働、腰痛等身体的な不安 
   ・心身の疲労 
   ・給料が安い（仕事内容とみあっていない等） 
   ・人間関係、コミュニケーション 
   ・3Ｋというマイナスイメージが強い事 
   ・介護の仕事に偏見がある 
   ・給料が施設種別ごとに差があること 
   ・離職率の多さ 
   ・対人援助なので、利用者を傷つけないか心配 
   ・職員の高齢化（若手が少ない等） 
   ・ICT 化への不安（今後の仕事のあり方） 
   ・（一般的な職とくらべ）休みが少ない、取れないのでは。 
 
（3）介護業界での就職を考えていますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（4）「介護業界で就職を考えている人」の理由（対象：735 人） 
  ・学校で学んだことを生かしたい。 
  ・高齢者支援がしたい、高齢者と関わりたい、役に立ちたい 
  ・実習で自分に向いていると思ったから。 
  ・家族が介護の仕事を行っているから。 
  ・金銭面の事情 
  ・仕事としての需要があるから、安定しているから 
 
（5）「介護業界以外の就職を考えている人」の理由 （対象：60 人） 
   ・医療、看護で働きたい。 
   ・介護以外の福祉関係で働きたい。 
   ・介護業界以外で働きたい。 



   ・学んだら介護が向いていないと思った。 
   ・仕事がきつそう 
   ・思ったのと違った。 
   ・給料が安い 
   ・人手不足 
   ・職場の人間関係等に不安。 
   ・奨学金制度の縛り（保育士等） 
 
（6）「検討中」の理由 （対象：60 人） 
   ・進路を悩んでいる。 
   ・他にもやりたいことがあるから。 
   ・介護とは違う進路（看護、公務員等） 
   ・介護福祉士の資格が取れたら働きたい。 
   ・給料が安い 
   ・体力面できついから 
   ・腰を痛めた 
   ・勉強や実習を行って無理だと思った 
   ・親族、先生、友人に介護はきつい等言われたから。 
 
（7）働いてみたい施設の条件で、特に重視する項目 
   （介護業界で就職を考えている人を対象：735 人、複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  その他 

・相談しやすい環境があること 
・社員寮などが完備されている。 
・職場の雰囲気が良い 
・利用者への接し方 
・施設の構造と環境、古い(汚い)施設で働きたくない 
・オシャレができる 


